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　質問紙は（ 1 ）フェイスシート（ 2 ）甘え尺度（ 3 ）
自由記述から構成される。
























































37, p＜ .01）。ペアごとの比較を見ると， 『甘えられ』より 
『甘え』のほうが甘えの得点が高いことが明らかとなっ




























































* p  <.05  ** p  <.01
主効果(F値) 交互作用
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